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意すべきことは次の 3 点であろう。「地域経営（学）」の課題、尊重すべきことでもある。 
第一に、制度の変革、地域住民の発意と協働が必要だということである。そして、地域システムと
して成立するための条件（地域資源循環、地産地消、地域協働、地域経済自立運営）14を一つひとつ



















                                                   
14 矢口芳生「共生農業システム成立の条件―滋賀県東近江市愛東地区におけるバイオマスの生産と利用を対象として」





































                                                   






































                                                   
17 岡田知弘ほか『国際化時代の地域経済学（改訂版）』有斐閣アルマ, 2002; H.アームストロング, J.テイラー
（佐々木公明監訳）『地域経済学と地域政策（改訂版）』流通経済大学出版会, 2005; 山田浩之・徳岡一幸編『地





































                                                   
19 鹿島啓「地域経営における経営系大学の役割―八尾市との産官学連携事業に関する一考察」『日本生産管理学
会論文誌』11 巻 2 号, 2005.1, pp.203-207. 
20 たとえば、藤田誠『経営学入門』中央経済社, 2015; 小倉行雄・齊藤毅憲『新訂 経営学入門（放送大学教
材）』放送大学教育振興会, 2012; 榊原清則『経営学入門（上・下）』日経文庫, 2002. 等。 
21 馬奈木俊介・地球環境戦略研究機関編『生物多様性の経済学―経済評価と制度分析』昭和堂, 2011. 等。 
22 文化財の評価の仕方は様々に試みられている。たとえば、内垣恵美子編著『文化財の価値を評価する 景観・
















































































































                                                   
23 ウォルター・アイザード『地域分析の方法―地域科学入門』朝倉書店, 1969. 
24「大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照基準」（情報学分野：2016 年３月２３日）日本学術
会議ウェブサイト〈http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-h160323-2.pdf〉2018.2.12.閲覧。萩谷昌己
「情報学を定義する―情報学分野の参照基準」『情報処理』55 巻 7 号, 2014.7, pp.734-743.
〈https://www.ipsj.or.jp/magazine/9faeag000000hkfv-att/5507-kai.pdf〉2018.1.24.閲覧。 
25 矢口芳生『持続可能な社会論』農林統計出版, 2018; 矢口芳生『共生社会システム論』（「矢口芳生著作集」第






































                                                   
26 「リベラルアーツ」『人事労務用語事典』ウェブサイト〈https://www.weblio.jp/content/〉2018.1.24.閲覧。 




































全国の大学の地域系学部がそうであるように（第 1 章表 1 参照）、福知山公立大学も「地域系大学・
学部」としての存在感を高めることが大きな意味をもつのではないか。大学の基本理念や内容からみ
ても、「地域系」（地域貢献）を志向していくことが「地域経営学」の立ち位置をさらに明確にしてい



































                                                   
29 「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて―生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学
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れる。地域系大学・学部としての教育の評価指標の開発、その妥当性の検証、教育成果の可視化、等
の課題がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
